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②事業
実施の
適切性

③計画策定に向けた方針
又は事業の今後の改善点

評価結果

圏域住民及び観光利用者等への周知浸透と利用促進事業（市町村循環線の愛称募集による利用促進チラシ
等作成）
・圏域住民等への再編路線の周知・浸透を促進するため、再編路線である市町村循環線の愛称募集と利用
の促進を図るチラシ、ポスターをR2.12に作成し、愛称募集を実施。
＜配布先＞
　チラシ作成：14,000部
　ポスター作成：150部

A

・公募で決定した愛称により路線の周知を図っていく。
また、来年度は、決定した愛称を反映したバスマップを
制作して、更なる利用促進を図っていく。
※地域公共交通利便増進事業を活用予定

評価検証のための協議会の開催・運営
・計画に基づく事業評価を実施するため、再編路線である市町村間循環線の改善点について調査し協議会
（WG）を開催した。（R2.10～R2.11）

A
・来年度以降、循環線の増便などを含めた抜本的な路
線再編を検討中であり、検討に当たっての基礎資料とし
て今回の調査結果を活用する。

圏域バスマップ作成（多様な情報提供と内容の充実）
・圏域住民及び観光客等の公共交通の利用を促進するため、令和3年2月に圏域のバスマップを作成し、駅主
要施設等へ配布を行った。
＜配布先＞
　配布予定先：鳥取県900部、倉吉市1,000部、湯梨浜町500部、三朝町500部、北栄町500部、琴浦町600部、
バス事業者 1,000部
　※駅や観光施設等には各市町が配布

A

・令和3年10月に公共交通計画に基づく路線見直しを予
定しており、新たにバスマップを作成し、引き続き公共交
通の利用促進に取り組んでいく。
※地域公共交通利便増進事業を活用予定。

赤碕線の調査及び事業評価検証
R1.10．1に路線再編を行った赤碕線の事業評価検証を行うため、R2.6に乗降調査等を実施するととも
に必要な分析等を行い、R3.2に報告書を作成。

A

・調査結果により西倉吉経由する系統の創設に伴
い、倉吉西高校生徒の利用の増加が確認され、同
系統沿線にある鳥取中央育英高校等へ通学する生
徒の利便性向上にも繋げるため、令和３年４月よ
り、赤碕線のうち、西倉吉を経由する系統を増便予
定。
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・路線の再編に合わせたバスマップを作成し各所へ配布を行っ
ており、利用促進をを行っている点について評価できる。

・再編系統について、調査を行った結果を反映していくことで、
持続可能なものとして計画実施していくことを期待する。

・今後も引き続きバスマップの作成をされていくと思うので、バ
スマップが利用者にとってわかりやすいものになっているかの
検証や、紙媒体以外にもＱＲコードで読み取りができるようにす
るなどして、一層の利用促進につながることを期待する。

・再編で新設された循環線名称の愛称募集など、住民に親し
んでもらえるようなものにしようと取り組んでいる点について評
価できる。

・今後、改善点も踏まえブラッシュアップしていくことで、今後多
くの人に利用され浸透していくことを期待する。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価総括表
（地域公共交通調査等事業）
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評価対象事業名：地域公共交通利便増進事業（利便増進計画推進事業）

協議会名 ①事業の結果概要
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